




Educational effects for junior college students of active learning on food allergies.


















































鶏卵 小麦 乳・乳製品 そば 落花生 えび かに
あわび いか いくら オレンジ
キウイフルーツ 牛肉 くるみ 鮭
鯖 大豆 鶏肉 豚肉
松茸 桃 やまいも りんご





























































感想は、“やりがいがあった” “感動した” “達成感があった” “完成してうれしかった” “うまく
いかなくて悔しかった”であった。
履修して“アレルギーの人の気持ちがわかり、気にするようになった” “調べ考える力が身に
ついた” “自分から行動する意識が高まった” “成分表示を見るようになった”等の意識や行動
の変化があげられた。
【考察】
今回の取り組みは、短時間でオリジナルレシピの考案や製品の試作・製造と過密であった
が、学生が製菓を学んで修得した知識と技術を発揮できる機会となった。
１位　いちごのチョコムース
洋菓子の授業で学習したケーキをアレルギー対応にア
レンジした。中にベリーのムースがはいっている。
３位　栗と抹茶のショートケーキ
抹茶を用いた米粉の生地と栗の甘露煮・大納言の甘納
豆で、和のテイスト満載です。手作りクッキーもさつ
まいもで作りました。
２位　チョコレートケーキ
チョコレート味の米粉を使用したスポンジもしっかり
膨らみ、豆乳ホイップクリームもなめらかでした。
３位　いちごのケーキ
薄いピンク色に染まった春いっぱいのケーキで、舌触
りも雰囲気もふわっと、愛らしいケーキでした。
アレルギーに関するアクティブラーニングが学生に与えた教育的効果
─ 31 ─
日本の大学生は、学外ではほとんど学習しない学生生活を送っているものが多いと言われて
いるが、本学短期大学部学生のアンケート調査結果8）も同様の傾向を示している。本学科の
学生もテスト前学習や与えられた課題をこなすだけの学習態度が見受けられ、自発的な学びま
でとはなっていなかった。
学生が製品を完成できるか一抹の不安があったが、学生自ら目的に向かい、手間がかかりな
がらも苦にせずに、感動、達成感や充足感、やりがいを感じ楽しみながら取り組むことができ
たようだ。多少の不平不満も覚悟していたが、級友という身近な手本に導かれて、より高みを
目指し取り組んでいた。今回の取り組みは、選択授業で学習意欲の高い学生が多かったこと
や、製菓材料である鶏卵、小麦、乳・乳製品が乳幼児から学童期の３大アレルゲンであること
から、学生の興味を啓発したようだ。授業時間を度外視して、うまくいかない原因を調べ、文
献を調べたり、教員に尋ねたり、納得のいかないところに改善を加えるなど、昼休みや空き時
間などを利用して積極的に試作を繰り返していた。
天野は、主体的な学びを促すためには、教員が学生を信頼し、学習意欲を高めるような、知
的にチャレンジングな教育を提供できるかが鍵だ9）と話しているが、今回の取り組みを通じ
て全員が製品を完成させるという目的を達成し、“人に対する思いやり”や“自発的行動”も習
得できたようだ。２年間で学んだ様々な知識や技術を総動員させて取り組む姿勢に、学びの集
大成としての役割を感じた。今後、学生の成長を促すために、アクティブラーニングを用い
て、自ら考え行動し、修得した知識や技術を発揮できるこのような機会を多く作っていきた
い。
今回はアンケート調査時期のタイミングから調査対象者が少人数であったが、今後はリーダ
ー的役割の学生と巻き込まれる形で取り組む学生のそれぞれの立場から検討したい。
取り組みで完成した作品が、産学連携へとつながり、学生への教育的効果をより高めたいと
考える。
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